
【　参　考　】
「宮崎海岸の侵食対策」とは？

お問合せ先

竹下  真治 (内線２０４)

平 成 ２ ７ 年 ７ 月 １ ４ 日

国土交通省
九州地方整備局宮崎河川国道事務所

記 者 発 表 資 料
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　平成２６年度に海岸保全のために施工した宮崎海岸（動物園

東地区）の埋設護岸（サンドパックL=280m）において、本日、

整備箇所南端付近の延長約20m区間でサンドパックの変状が確

認されました。

　現段階では原因は不明であり、台風１１号の通過後、周辺の

安全が確認出来た段階で調査することとしています。

　なお、海岸利用者の安全のため、周辺の立入については禁止

しています。

　３つの柱からなるプロジェクトです。これまでに失われた宮崎海岸（宮崎港北端～一ツ瀬
川河口間）の砂浜を回復・維持するために、①養浜等を実施し、②突堤を整備します。ま
た、砂丘が海岸に面しているため急激な侵食の危険性がある区域（大炊田海岸の一部、住吉
海岸の一部）においては、浜崖頂部高の低下を防ぐために、③埋設護岸を整備します。
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サンドパックの変状状況（動物園東地区（宮崎市佐土原町下那珂地先））

■サンドパック変状箇所位置図

■サンドパック変状状況

石
崎
川

■サンドパック変状箇所模式図

宮崎河川国道事務所

変状箇所 Ｌ＝２０ｍ（１袋）

平成２７年７月１４日撮影

洗掘対策

平成２６年度
埋設護岸施工範囲（動物園東地区）

L=280m
サンドパック変状箇所
（延長約20m区間）

一ツ葉有料道路

住吉IC

サンドパック
変状箇所


	010_【案】150714記者発表（サンドパック変状）
	（工事課修正）01_【案】【宮崎海岸】台風11号通過前の状況（動物園東：埋設護岸）

